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環境ノヽ―トナーシップちば

鈴 木 優 子

千葉市中央区中央港1-11-1

0千葉県環境財団環境学習推進室

043-246-2η 80
043-246-6969

環境パー トナーシップちば INフォーラムに寄せて

雨 が降 って も、風 が吹 いても、自然 が楽 しい ノ “南行徳 エ コハ ウス"

NPOエ コハウス研究会 ・代表幹事 高木 史人

私 は、97年 4月 か ら、木造 2階 建 の環境共生型一戸建住宅

(市川市南行徳 4丁 目 :5人 家族 :以 下、“エ コハ ウス")0こ住

み、ライフス タイル と意識の変化 を通 じた二酸化炭素削減 “実

験 "を 開始 した。当エ コハ ウスでは、 自然エネルギーを活用す

るための各種の設備機器類

(①太陽光発電、②太陽熱温水器、③雨水利用、④風力発電、

⑤ビオガーデン く生物共生庭園〉)を 使用している。

エコハウスに住んで約 1年半が過ぎて、学ばせてもらった事

は次のとおりである。①太陽光発電→電気を大切に使うこと、

②太陽熱温水器→太陽の恵みに感謝してお湯を大切に使うこ

と、③雨水利用→雨に感謝して水を大切に使うこと、④風力発

電→風に感謝すること、⑤ビオ ・ガーデン→土や植物に接して

いると、生活にゆとりや潤いが持てること。以上をひとことで

言うと、「全ての自然現象を “ありがたく"い ただき、電気 ・水 ・ガスを “もったいない"と 思って使う事Jで ある。

“大量生産&消 費&廃 棄"の 現代社会に慣れきっていた私は、この当たり前の真実を忘れかけていた ! 電気 ・水 ・

ガスなどを供給 している巨大システムを、生活者の日で見直してみたいと思っている。

連絡先 :〒272-0138 市川市南行徳4-4-5 TEL 047-395-9324
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万人を巻き込む「仕掛け」を′
永田 悦子

環境問題に対する意識は人さまざま。個人としての努力が大切なのは勿論ですが、むしろ、社会システムとして 「環

境保全」を組み込む必要性を痛切に感じています。欧州の先進自治体のように、市民と行政 ・企業が連携して取り組む

為の条件を私なりに整理したいと思い、今回初めて環境パートナーシップちばのフォーラムに参加しました。

幸いな事に、日本には世界に誇れる技術力があります。ひとたび大きな流れを作ってしまえば、案外うまく行くのか

もしれません。サラリーマンであれ、学生 。主婦であれ、各々が自分の持ち場で信念を貫く事がまず第一。そして、そ
の行動を広く楽しくPRし たり、政策や予算の中に具体化させていく戦略が今以上に必要かな、と感じました。

連絡先 :〒266-0011 千葉市緑区鎌取町2856-1-6502 TEL・FAX 043-292-8015

環境破壊は、地域規模から国境を越えて拡大 し、酸性   や植物などの他のものに対する細やかな配慮をするな |

雨や地球温暖化現象などのように地球全体の問題とし   ど、同じ地球に住む運命共同体的意識を持ち、環境悪化 |
て、人類全体で取 り組まなければならなくなってきてお   につながるものに対 しては、「NO」 と言えるようにす |

ります。
この中で、世界の全ての地域 ′
で、住民 ・行政 ・企業の 3者 が :

より良いパー トナーシップを持 :

1軒勒鱚:「鶴鉾零i:って、一致協力による環境保全｀

に当たることが大切であると思い

|ます。

1 特に、地域住民ひとリー人が、人間はもちろん、動物

デ=IIIII∵IItt」11=二ごIIIEIIllllI■1 きであります。     |
1■■■|==1奮摯||ム■||11‐レけた瓶こ

ノ
ご、地球環境にと

って良いものは何か ? 悪いも |

のは何か ? 自分は今何をすべ |

きか ? などを自分自身で勉強 |
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'‐ す る と と も に 、
一 人 ま た は 同 じ

目的を持つ人と一緒に行動に移す時でもあります。
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ゴムボー トも大活躍 ′′ ゴミ除去作戦 ′′

大堀川の水辺 をきれいにする会
代表 寺尾 直宏

大堀川は家庭排水を集めて柏市内を通り手賀沼に流れ込む都市河川で、手賀沼を

汚染させた元凶といわれますが、沼に近い両岸は柏市が広い芝生の公園にしたので、

花火大会や手賀沼マラソンなど広く市民に親しまれています。ところが公園に面し

た水面には、投げ込まれた自転車が何台もハンドルや車輪をのぞかせて、それは見

苦しい情景が続いていました。

平成 9年 の正月に岸に立て札を立てて市民有志によるゴミ除去作戦を呼びかけた

ところ、何人もの協力者が現れ、関係機関との調整や道具作り等の準備を進めたの

が会の始まりです。3月 下旬の実施日は朝から小雨の降る寒い日でしたが、80名の

市民が集まって1.3kmの両岸

を清掃 し、44台の自転車を

引 き上げました。平成 10年

3月 末の第 2回 目は好天の

もと、役所から借 りたゴム

ボー トの活躍 もあ り、終了

後のご苦労会は協賛企業か

ら寄付 された食品や飲み物

で大いに盛 り上が りました。

その実績から柏市の市民活

動助成金の適用 を受け、先

般、会としてゴムボー トを購入できました。そのほか岸辺に花を咲かせようとワイ

ル ドフラワーの種を蒔 くなどもしています。

連絡先 :〒277-0827 柏市松葉町 2‐7-3-33 TEL・FAX 0471-31-4392

水草での水質浄化への取 り組み

都川の環境を考える会
代表 中居 賢一

都川にだけ限定するのではなく谷地や河川等の視察を、千葉市とは限らず行政ヘ

の提言 (要望書を毎年提出)等 を主な活動としてきました。本年度は新たに、水草
による水質浄化の実験と観察を試みました。

水草は通称 『マッシュルーム水草』と呼ばれ、学術的には 『ウチワゼニグサ』と

いうものです。外来種なの

で実験には注意を払い、実

験場所の川に水草を編み込

んだワイヤーを、上下移動

可能な様に固定し、観察を

続ける事にしました。台風

の後に影も形も無 くなった

り、草が生い茂 り実験地に

近づけなかったり、いろい

ろな問題 も出てきました。

開始から2週 間後、繁茂 し

だした水草の下にのみ、たくさんのメダカを見つけた嬉 しさは、会員の励みになり

ました。観測地点の設定等、これからの検討事項も山積みですが、続けて行きたい

と考えています。

また視察会等 も開いて、「まだまだ残せる自然」の再確認作業と保全の努力も続

けて行きたいと考えています。

観察事項 :PH・ 透視度 ・DOm/ι ・残留塩素 ・亜硝酸反応 ・水温 ・気温等

連絡先 :〒260-0851 千葉市中央区矢作町423-28 TEL 043-222‐0880 清水 章子
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こんオ=と ,つ てιlます

団体会員の活動を紹介―

県民プラザ祭り「環境ボランティアコーナー」へ出展参加
副代表 川原 啓佑

H月 22、23日さわやかちば県民プラザ (柏市)で のプラザ祭りの環境ボランティ

アのコーナーヘ環境パートナーシップちばとしてブース展示に参加しました。当日
はグリーンコンシューマー意識アンケート収集と当会チラシ、マップ配布などで

PRに これつとめ、2日 目は千葉県自然観察指導員協議会の展示と呆実酒試飲が加
わり、人目を集めました。

アンケー ト回収はスタッ

フの呼込みよろしく参集

人員の割に応答率が高 く、

4固別の会話 もはずみ、資

源エネ庁勤務の住民や国

際学生会議準備の大学生

といつた面白い出会いも

あ りました。ただ他の女

性センター等他の 3団 体

の講演会など大盛況の割

に人が動かず、財団のご尽力に関わらず統合企画が不足の感。

また地元環境団体の参加もなく、来年は 「一般の人と環境を結びつける場Jに す

るひと工夫が必要でしょう。

部会だよ り

事 業 部

部長 大西 優子

新環境アセスメン トの

勉強をしませんか

環境庁は、環境への影響は明らかと

して、藤前 「人工干潟」を認めない方

針を出しました

三番瀬問題でも補足調査専門委員会の

現況の報告書が、大きな役割を呆たし

ています。

今後、環境アセスメントは、重要な

問題となってくると思います。

新アセス法はどのような経過の中で

策定されてきたのか、また、どのよう

な内容なのか。地域特性が生かされる

のかなど学習会を行ないます。
。日時 2月 20日 (土)

13 :30-16:00

・講師 専門家に交渉中

・会場 未定

会員には、決まり次第ご連絡 します。

広  報  音5

副部長 縣 和子

環境 NGOの ための

「チラシづくり講座」に参加

チラシづ くりの基本 について、企

画 ・編集 ・デザイン ・作業の流れなど

のポイントに分けて、レクチャーとヮ

ークがあ りました。情報の受け手の年

代によって、字体や使 う写真 も違い、

誰に、何を、どんな切 り口で伝えるか

を整理することの大切さを学びました。

つい目を引かれて読みたくなる紙面

づ くり、むづか しい課題ですが、これ

からの 『だより』に生かしたいと思い

ます。

広報部は、これからの活動予定が満

載されている情報誌を目指 しています。

会員の皆様からのニュースを、お待ち

しています。お声かけいただければ、

取材に伺って、『だより』でご紹介いた

します。

連絡先 :縣  TEL・ FAX 047-364-3950
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ソフ トエネルギー研 究会

副代表 吉崎 裕

本会は平成 5年 に、藤本治生 (代表)の 呼び掛けで発足 した柏市の市民グループ

です。ソフトエネルギーとは、具体的には水力 ・風力 ・太陽光などの自然エネルギ
ーを意味しており、従来の重厚長大型に対 して、クリーンで環境に優 しい再生可能

型エネルギーを積極的に利用 していこうという気持ちを表 しております。会合は毎

月 1回開かれ、学習 ・見学 ・試作 ・講演会と幅広 く活動 してまいりました。皆さん

有能な方なので、それなりの成果をあげられたのではないかと思います。

平成 7年 からは、「グリーンエンジェルス部会」を設立 し、プロジェクト 「水耕

栽培による手賀沼の浄化」をスター トさせ、若者を中心として、よリアクティブな

活動を開始しました。この水耕栽培は、手賀沼にパレット廃材の筏を浮かべ、筏の

上で水生植物のクワイや空芯菜を栽培するものです。この栽培の特色は資材に廃材

r,じレ曇綺傷糀服むミ厄 、雖 |:ぶ
最纏協|『訃掏|な孟場■1鰊鐵慇
また結果として、沼に発生するアオコの増

殖が抑えられ、魚類が生息できる生態系の

回復が期待されます。この活動では、「美 し

い手賀沼を愛する市民の連合会Jへ も加入

し、連絡を密にして活動をしております。

また、一般の方向けには、「ホームサイエ

ンス部会」を設立し、従来どおり毎月 1回の定例会で、環境問題など身近な問題を

取り上げて学習しております。こちらの部会は中高年の方が多く生涯学習を目指し
ておりますので、興味を持たれる方は、どなたでも入会できます。

連絡先 :〒277-0044 柏市新逆井23-l TEL・ FAX 0471-71-0529
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千葉県自然観察指導員協議会

副会長 鈴木 優子
身近な自然をフィールドに、自然観察会を開いています。観察会をとおして生物
の多様性を維持する自然の保全に留意し、自然保護思想の普及啓発を会の目的とし
ています。

月例の観察会は、千葉市昭和の森公園で毎月、第2日曜日、午後 1時～3時 、第
2駐車場わきに集合して行ないます。昭和の森の里山と谷津田を中心に、毎月テー
マを決めてグループ観察をしています。

また、月末観察

会を最終土曜日に

県内各地で順次、

開いています。会

員は日本自然保護

協会と千葉県自然

保護課が主催する

講習会を受けた者

等で約250名。

「地域の自然を、

もう一度見なおし

ましょう。」

感動を呼ぶ観察

会にぜひ、ご参加

事務局長 和仁 道大

下さい。

観察会の問い合わせも、どうぞ。

連絡先:〒264-0005 千葉市若葉区千城台北1-6-1l TEL043-237‐9303
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会 場 :

内 容 :

受講資格

定 員

主 催

申込先

① l月1

②2月1

集 合

参加費

主 催

問合せ先

日 時

参加費

主 催

締 切

申込先

☆ 県民環境講座 (後期)☆

1 / 1 7 (日)、1/31(日)、2/14(日)、2/28(日)、3/14(日)

13:00～15:40(3/14のみ13:30～15:30)

さわやかちば県民プラザ (柏市柏の葉4-3-1)

いますぐできる家庭での省エネ・化学物質を賢く利用しようなど

:千葉県内に居住または勤務 している方

100名 (先着順 ・受講料無料)

千葉県

(財)千葉県環境財団 環境学習コーナー管理室

TEL 0471-40-8604

☆ 千葉市昭和の森観察会 ☆

0日 (日)テ ーマ 「鳥 ・色とりどり」

4日 (日)テ ーマ 「春を待つ植物」

13:00 第 2駐車場側東屋

100円 雨天中止

千葉県自然観察指導員協議会 ・千葉市

:鈴木 優子 TEL 043-254-3241

☆ 行ってみようよ ′′ すてきな三島へ ′′☆

柿田川の湧水 「源兵川」と 「梅花藻の里」ツァー

3月 14日 (日)バ ス利用

勝浦市民会館前 午前 7時スタート

1人5,000円 (小 学生4,000円)

保険料、バス代、昼食代、道路利用料等

イスミまちづくリフォーラム

2月28日 (日)

事務局 TEL・FAX 0470-68-3529 永島

☆ おんじゅくまることミュージアム☆

イスミまちづくリフォーラム実行委員会主催
フォーラム「まちづくりと環境」三島グラウンドワークに学ぶ に参加して

総務部長 永島 輝代

グラウンドワークは、失われた自然復活 ・環境創造を市民
が中′とヽとなり、行政 。企業が トラストして、各々得意な分野
を生かして、実現する活動である。昭和30年代、三島市は

様々な複合開発 に

より、名物の富士

山か らの湧水が枯

渇 し、水環境が ピ

ンチ とな り、豊か

さを追い求める身

勝手な市民は、義

務 と責任 を忘れて

いつた。川は汚れ、

谷津田も荒れて行

く中で、市は市内に

あつた12の団体をネットワーク化し、市内にあふれる問題を

抽出。 2年、3年 と論議を重ねて三者のやる気を喚起。 トラ
ストパートナーシップを構築して具現化に達したプロセスを

力強く話す。渡辺氏の自信と情熱に満ちたスピーチは参加者
の感動を呼んだ。最後に 「環境バカになって頑張ろう′」と
いうコールがフロアーから起り、′とヽに残るフォーラムとなっ

た。このフォーラムは夷隅ブロックで活動するボランティア

団体がネットワークを推進し、市民 ・行政 ・企業が一体とな
つて開催することができ、環境への連帯意識の芽生えにつな

がるきっかけとなった意義は大きい。今後の展開に期待したい。

広報部スタッフ 柏木靖子
この夏は雨が多く野菜も高くなった。また紅葉は遅く、12

月になって例年にない美しい風景を楽しませてくれている。

冷え切った夜空の星、しし座の流星群にも感動した。自然と

人間が共生していくには、もう少し人ががまんをしたりその

ために時間を使うことになる。

先日、小学校の家庭教育学級でゴミの減量の話をした。分

別をきっちりするには、多少時間がかかること。しかし、き
つちりすれば確実に半分に減らすことが出来る。小さい集ま

りであったが “良かった"と 言って帰って行かれた人達の友

人や家庭に広がっていくことを思うとやりがいのある市民運

動だと喜んでいる。

人と自然の新しい出会いをテーマに、御宿の空間がミュージアムに

変身します。太陽と緑、オゾンと海に触れながら、エコロジックなア

ートをゆったり楽しみませんか。

日 時 :3月 20日 (土)～ 5月30日 (日)予 定

会 場 :御宿町全体

主 催 :御宿町商工会 御宿むらおこし実行委員会

問合せ先 :TEL・FAX 0470-683529

リサイクルグループ 「かもめ」永島

卿 卿 叙 予 晰 卿 卿

―

鞣 鰺 卿 卿

―

鰊 聡

… …

〈環境パートナーシップちば,
入雀ざ:わま△書k該当するところを○で囲んで下さい)

会の趣旨に賛同し(個人、団体、賛助会員として)

編 集 後 記

早いもので 『環境パートナーシップち
ば・だより』も今回で6号目になり少しず
つ反響も出てきた。
年 4回 は非常に厳 しかったが、印刷所に

おんぶに、抱っこで発行にこぎつけられた。

会員の皆様の投稿と、団体会員が主催す
るイベント等の内容をお知らせ頂ければ当

紙面に掲載致 しますので、下記までご一報
下さい。
とにかく会員の皆様のご意見、ご感想を

頂き、より良い情報誌にしたいと思います
のでご協力の程、お願い致します。

― 広報部一

連絡先 横須賀 FAX 0471-75-3221

縣   TEL・ FAX 047-364-3950

―

  ― 一 ―

熱く燃える実行委員会

会費を添えて入会します

氏 名

住 所

T E  L F A X

申込 み 先 「EL0 4 3-246-2 1 80  FAX0 4 3-246-6969

年 会 費 個人 1,000円  団体 2,000円  賛助会員 1回 5,000円

会費納入先 郵便振替口座 Oo160-9-401872  環境パートナーシップちば

この 「環境パートナーシップちば」だょりは再生紙を使用しています。




